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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システム内で基地局において信号を送信する方法であって、
　移動局に１つ以上の資源ユニットを送信することであって、各資源ユニットは、１８個
のサブキャリア×複数のＯＦＤＭＡシンボルで構成される、ことを包含し、
　該１つ以上の資源ユニットは、Ｘ個の連続サブキャリア×１つのＯＦＤＭＡシンボルを
パーミュテーションユニットとして用いて順序を入れ替えられ、
　該Ｘは、２の倍数であり、かつ１８の約数であり、かつ１８未満である正の整数である
、方法。
【請求項２】
　前記Ｘが２または６である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｘが２である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　各資源ユニットが５、６、または７個のＯＦＤＭＡシンボルで構成される、請求項１に
記載の方法。
【請求項５】
　前記資源ユニットは、物理資源ユニット（ＰＲＵ）を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　無線通信システム内で移動局において信号を受信する方法であって、
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　基地局から１つ以上の資源ユニットを受信することであって、各資源ユニットは、１８
個のサブキャリア×複数のＯＦＤＭＡシンボルで構成される、ことを包含し、
　該１つ以上の資源ユニットは、Ｘ個の連続サブキャリア×１つのＯＦＤＭＡシンボルを
パーミュテーションユニットとして用いて順序を入れ替えられ、
　該Ｘは、２の倍数であり、かつ１８の約数であり、かつ１８未満である正の整数である
、方法。
【請求項７】
　前記Ｘが２または６である、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記Ｘが２である、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　各資源ユニットが５、６、または７個のＯＦＤＭＡシンボルで構成される、請求項６に
記載の方法。
【請求項１０】
　前記資源ユニットは、物理資源ユニット（ＰＲＵ）を含む、請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　無線通信システム内で信号を送信するように構成された装置であって、該装置は、
　メモリと、
　該メモリに動作可能に接続され、１つ以上の資源ユニットを送信するように構成される
プロセッサであって、各資源ユニットは、１８個のサブキャリア×複数のＯＦＤＭＡシン
ボルで構成される、プロセッサと
　を備え、
　該１つ以上の資源ユニットは、Ｘ個の連続サブキャリア×１つのＯＦＤＭＡシンボルを
パーミュテーションユニットとして用いて順序を入れ替えられ、
　該Ｘは、２の倍数であり、かつ１８の約数であり、かつ１８未満である正の整数である
、装置。
【請求項１２】
　前記Ｘが２または６である、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記Ｘが２である、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　各資源ユニットが５、６、または７個のＯＦＤＭＡシンボルで構成される、請求項１１
に記載の装置。
【請求項１５】
　前記資源ユニットは、物理資源ユニット（ＰＲＵ）を含む、請求項１１に記載の装置。
【請求項１６】
　無線通信システム内で信号を受信するように構成された装置であって、該装置は、
　メモリと、
　該メモリに動作可能に接続され、１つ以上の資源ユニットを受信するように構成される
プロセッサであって、各資源ユニットは、１８個のサブキャリア×複数のＯＦＤＭＡシン
ボルで構成される、プロセッサと
　を備え、
　該１つ以上の資源ユニットは、Ｘ個の連続サブキャリア×１つのＯＦＤＭＡシンボルを
パーミュテーションユニットとして用いて順序を入れ替えられ、
　該Ｘは、２の倍数であり、かつ１８の約数であり、かつ１８未満である正の整数である
、装置。
【請求項１７】
　前記Ｘが２または６である、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記Ｘが２である、請求項１７に記載の装置。
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【請求項１９】
　各資源ユニットが５、６、または７個のＯＦＤＭＡシンボルで構成される、請求項１６
に記載の装置。
【請求項２０】
　前記資源ユニットは、物理資源ユニット（ＰＲＵ）を含む、請求項１６に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空間周波数ブロックコーディング（Ｓｐａｃｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｂｌ
ｏｃｋ　Ｃｏｄｉｎｇ、ＳＦＢＣ）をサポートする広帯域無線移動通信システムに関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　フェーディング（Ｆａｄｉｎｇ）は、搬送波が変調された遠距離通信信号が特定の伝播
メディアを経験しながら発生する歪曲である。フェーディングチャンネルは、フェーディ
ングが発生する通信チャンネルをいう。無線システムにおいて、フェーディングは、多重
経路伝播によって発生し、多重経路誘発フェーディングといわれることもある。
【０００３】
　無線通信では、送信機と受信機を取り囲む環境での反射材により、送信信号が通過する
複数の経路が生成される。その結果、受信機は、互いに異なる経路を通過した送信信号の
多数の複写本における重畳（ｓｕｐｅｒｐｏｓｉｔｉｏｎ）された信号を受信するように
なる。各信号の複写本は、送信機から受信機まで伝播される間、互いに異なる減衰、遅延
及び位相遷移を経験するようになる。その結果、受信機側では、補強干渉（ｃｏｎｓｔｒ
ｕｃｔｉｖｅ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ）又は相殺干渉（ｄｅｓｔｒｕｃｔｉｖｅ　ｉ
ｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ）、信号電力の減衰又は増幅を経験する。強い相殺干渉は、ディ
ープフェーディング（ｄｅｅｐ　ｆａｄｅ）ともいわれ、これによってチャンネルの信号
対雑音比が深刻に損傷され、結果として、一時的な通信の失敗につながるようになる。
【０００４】
　無線通信において、ダイバーシティ方式は、互いに異なる特性を有する二つ以上の通信
チャンネルを使用することによってメッセージの信頼性を向上させる方法をいう。ダイバ
ーシティは、フェーディング及び共同チャンネル干渉に対抗し、バーストエラーを避ける
ための重要な役割をする。ダイバーシティは、それぞれのチャンネルが互いに異なる水準
のフェーディング及び干渉を経験するために存在する。同一の信号に対する複数の複写本
が伝送されれば、受信機では、これら複写本を組み合わせることができる。また、余剰の
前方エラー補正コードが追加され、メッセージの互いに異なる部分は互いに異なるチャン
ネルを介して伝送することができる。ダイバーシティ方式は、多重経路伝播現象を用いる
もので、この方式によれば、デシベル（ｄｅｃｉｂｅｌ）で測定されるダイバーシティ利
得を得ることができる。
【０００５】
　ダイバーシティ方式は、時間ダイバーシティ、周波数ダイバーシティ、空間ダイバーシ
ティ、分極ダイバーシティ、多重ユーザダイバーシティ及び協力的ダイバーシティなどに
分類される。このうち、時間ダイバーシティでは、同一の信号に対する様々な複写本が互
いに異なる時点に到逹される。また、余剰の前方エラー補正コードが追加され、メッセー
ジは、送信される前にビット―インターリービングによって時間上で拡散される。したが
って、エラーバーストを予防することができ、エラー補正が簡単に行われる。周波数ダイ
バーシティによれば、信号は、多数の周波数チャンネルを介して送信されたり、又は、周
波数―選択的フェーディングによって影響を受ける広帯域スペクトルにわたって拡散され
る。
【０００６】
　広帯域無線移動通信システムにおいて、各資源は、送信時に分散される方式で割り当て
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られるが、これによって、周波数ダイバーシティ利得を得るようになる。資源の分散割り
当てのための各方法は、ユーザに割り当てられる分散資源ユニット（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔ
ｅｄ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｕｎｉｔｓ、ＤＲＵ）の個数の組み合わせによって異なり、こ
のユーザのためにＤＲＵを割り当てるための使用可能な帯域幅によって異なる。ユーザに
割り当てられるＤＲＵの個数は、このユーザに割り当てられるパケットサイズに比例し、
ＤＲＵを形成するための利用可能な帯域幅は、このユーザに割り当てられる論理資源ユニ
ット（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｕｎｉｔｓ、ＬＲＵ）の個数に比例する。
【０００７】
　図１は、ＤＲＵを形成するためのＬＲＵの個数（利用可能な帯域幅）及びパケットサイ
ズの可能な組み合わせを示す図である。
【０００８】
　図１の領域１は、少量の利用可能な帯域幅及び大きいパケットサイズの組み合わせを示
し、領域３は、大量の利用可能な帯域幅及び大きいパケットサイズの組み合わせを示す。
領域１及び領域３で、利用可能な各分散資源割り当て方式間の性能差は無視してもよいが
、これは、これら各領域でパケットサイズが大きいので、パケットが周波数上で拡散され
る可能性がより大きいためである。
【０００９】
　しかし、領域４でも、断片ＰＲＵ（ｆｒａｃｔｉｏｎａｌ　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｒｅｓ
ｏｕｒｃｅ　ｕｎｉｔ）のサイズ又はミニ物理資源ユニット（Ｍｉｎｉ　ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｕｎｉｔ、ＭＲＵ）のサイズが小さい場合、利用可能な各分散資
源割り当て方式間の性能差はそれほど大きくないが、これは、ＤＲＵを形成するための大
きい利用可能な帯域幅のために、各ＭＲＵが周波数軸上で拡張される方式で小さいサイズ
のＭＲＵの個数が割り当てられるためである。したがって、ダイバーシティ利得の観点で
、ＭＲＵのサイズが小さいほど、システム性能は良くなる。したがって、ＤＲＵを形成す
るための最小ユニットとして１個のサブキャリアが使用される場合、最小ユニットを形成
する他の構造を使用する場合に比べて、より大きいダイバーシティ利得を得ることができ
る。
【００１０】
　しかし、ＤＲＵを形成するための最小ユニットとして一つのＭＲＵを設計する方法は、
ダイバーシティ側面だけでなく、柔軟性の側面でも接近されなければならないが、これは
、無線移動通信システムが様々なサブフレーム構成をサポートできるためである。例えば
、通信システムは、部分周波数再使用（Ｆｒａｃｔｉｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｒ
ｅｕｓｅ、ＦＦＲ）、及びＤＲＵとＣＲＵに対する周波数分割多重化（Ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ、ＦＤＭ）を採択することができる。
ここで、ＣＲＵは、連続的な資源ユニットであって、分散資源ユニットともいわれる。ま
た、特定の各構成では、空間時間ブロックコード（Ｓｐａｃｅ―Ｔｉｍｅ　Ｂｌｏｃｋ　
Ｃｏｄｅ、ＳＴＢＣ）がデータ伝送に適していないサブフレーム構成が存在しうる。ＳＴ
ＢＣは、奇数個のシンボルを有するサブフレームには適していない。時分割二重化（Ｔｉ
ｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ、ＴＤＤ）モードでは、送信遷移ギャップ
（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　Ｇａｐ、ＴＴＧ）に対する非正規
サブフレーム（５シンボル）に対して、プリアンブルを含むサブフレームに対して、ミッ
ドアンブル（ｍｉｄ―ａｍｂｌｅ）を含むサブフレームに対して、他の循環前置サイズ（
Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ　ｓｉｚｅ、ＣＰ　ｓｉｚｅ）（例えば、１／１６ＣＰのた
めの７個のシンボル）に対して、そして、時分割多重化（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　
Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ、ＴＤＭ）ＭＡＰを含むサブフレームなどに対して、総奇数個
のシンボルが割り当てられる。周波数分割二重化（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏ
ｎ　Ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ、ＦＤＤ）モードでは、プリアンブルを含むサブフレームに対し
て、ミッドアンブルを含むサブフレームに対して、他のＣＰサイズ（例えば、１／１６Ｃ
Ｐのための７個のシンボル）に対して、そして、ＴＤＭ　ＭＡＰを含むサブフレームなど
に対して、総奇数個のシンボルが割り当てられる。
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【００１１】
　ＳＴＢＣが多くの種類のサブフレーム構成に適していないとしても、空間周波数ブロッ
クコーディング（Ｓｐａｔｉａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｄｉｎｇ、Ｓ
ＦＢＣ）は、全てのサブフレーム構成をサポートすることができる。したがって、本発明
の発明者らが公開したように、ダイバーシティ利得性能を考慮しながら、ＳＴＢＣをＳＦ
ＢＣに取り替えるためのＤＲＵを形成するための最小ユニットに対する構造を作る必要が
あり、ＳＴＢＣ及びＳＦＢＣを全てサポートするための構造を作る必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明によって解決すべき技術的な問題は、ＳＦＢＣ　ＭＩＭＯをサポートしながら強
いダイバーシティ利得を提供するＤＲＵを形成するための最小ユニットのサイズを決定し
、その伝送方法を設計することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の一様相において、移動通信端末と基地局との間での無線通信方法が提供される
。この方法は、基地局と移動通信端末との間でＰＲＵを交換することを含むが、このとき
、ＰＲＵは、複数のＯＦＤＭＡシンボルを有する。それぞれの１番目のＯＦＤＭＡシンボ
ルは、予め決定されたパイロット割り当て方式によって割り当てられるｎｌ個のパイロッ
トを含み、前記ｌ番目のＯＦＤＭＡシンボルのうち残っているＬＤＲＵ・（Ｐｓｃ－ｎｌ

）個のデータサブキャリアは、０からＬＤＲＵ（Ｐｓｃ－ｎｌ）－１までリナンバリング
される。このとき、論理的に隣接するリナンバリングされた各サブキャリアは、ＬＤＲＵ

・Ｌｐａｉｒ，ｌ個のペアにグルーピングされ、０からＬＤＲＵ・Ｌｐａｉｒ，ｌ－１に
リナンバリングされる。０～ＬＤＲＵ・Ｌｐａｉｒ，ｌ－１のトーン―ペア（ｔｏｎｅ　
ｐａｉｒｓ）が形成されれば、各ペアに対して予め決定されたパーミュテーション公式が
適用され、論理的に連続したトーン―ペア（ｉ・Ｌｐａｉｒ，ｌ；（ｉ＋１）・Ｌｐａｉ

ｒ，ｌ－１）は、ｉ番目の分散されたＬＲＵにマッピングされる。ここで、ｉ＝０、１、
…、ＬＤＲＵ－１、ＬＤＲＵ＝ＤＲＵの個数、Ｐｓｃ＝ＰＲＵ内でのＯＦＤＭＡシンボル
でのサブキャリアの個数で、Ｌｐａｉｒ，ｌ＝（Ｐｓｃ－ｎｌ）／２である。
【００１４】
　発明の一側面で、移動通信端末と基地局との間での無線通信方法が提供される。この方
法は、基地局と端末との間でＰＲＵを取り交わすことを含むが、このＰＲＵは、多数のＯ
ＦＤＭＡシンボルで構成されている。サブフレームに存在するそれぞれのｌ番目のＯＦＤ
ＭＡシンボルで、各ＤＲＵ内のｎｌ個のパイロットは、予め決定された割り当て方法に合
わせて割り当てられる。ｌ番目のＯＦＤＭＡシンボル内にあるＤＲＵＦＰｉ［ｊ］に属す
る各データサブキャリアをＳＣ＿ＤＲＵＦＰｉ［ｊ］，ｌ［ｎ］、０≦ｊ＜ＬＤＲＵ，Ｆ

Ｐｉ、ａｎｄ　０≦ｎ＜ＬＳＣ，ｌ．と定義するが、ここで、ＤＲＵＦＰｉ［・］は、ｉ
番目の周波数パーティション（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｐａｒｔｉｔｉｏｎ）に存在する各
ＤＲＵを意味し、ＬＤＲＵ，ＦＰｉはｉ番目の周波数パーティションに存在するＤＲＵＦ

Ｐｉ［・］の個数を意味し、ＬＳＣ，ｌは、一つのＰＲＵ内にあるｌ番目のＯＦＤＭＡシ
ンボルでのデータサブキャリアの数を意味する。すなわち、ＬＳＣ，ｌ＝Ｐｓｃ－ｎｌで
、ここで、Ｐｓｃは、一つのＰＲＵ内の一つのＯＦＤＭＡシンボルでのサブキャリアの数
を意味する。各ＤＲＵのＬＤＲＵ，ＦＰｉ・ＬＳＣ，ｌだけのデータサブキャリアを０か
らＬＤＲＵ，ＦＰｉ・ＬＳＣ，ｌ－１まで順次リナンバリングする。このように論理的に
連続したリナンバリングした各サブキャリアをＬＤＲＵ，ＦＰｉ・ＬＳＰ，ｌペアにグル
ーピングし、これらを０からＬＤＲＵ，ＦＰｉ・ＬＳＰ，ｌ－１までリナンバリングする
。ここで、ＬＳＰ，ｌは、一つのＰＲＵ内にあるｌ番目のＯＦＤＭＡシンボルでのデータ
サブキャリアペアの数を意味し、ＬＳＣ，ｌ／２と同一である。リナンバリングされたｌ
番目のＯＦＤＭＡシンボルでのサブキャリアペアをＲＳＰＦＰｉ，ｌと称し、これは、｛
ＳＣ＿ＤＲＵＦＰｉ［ｊ］，ｌ［２ｖ］，ＳＣ＿ＤＲＵＦＰｉ［ｊ］，ｌ［２ｖ＋１］｝
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、０＜＝ｕ＜ＬＤＲＵ，ＦＰｉ・ＬＳＰ，ｌ（ここで、ｊ＝ｆｌｏｏｒ（ｕ／ＬＳＰ，ｌ

）、ｖ＝ｕ　ｍｏｄ　ＬＳＰ，ｌ）と同一である。予め決定されたパーミュテーション公
式によって、ＲＳＰＦＰｉ，ｌはｓ番目の分散ＬＲＵにマッピングされるが、ここで、ｓ
＝０、１、…、ＬＤＲＵ，ＦＰｉ－１である。ここで、「ｍｏｄ」は、モジュロ演算を意
味する。本発明では、前記「サブキャリアペア」又は「トーン―ペア」という用語が使用
される。
【００１５】
　本発明の他の様相において、前記交換するのは、ＰＲＵを基地局から移動通信端末に送
信することを含む。
【００１６】
　本発明の他の様相において、前記交換するのは、移動通信端末がＰＲＵを基地局から受
信することを含む。
【００１７】
　本発明の他の様相において、前記予め決定されたパーミュテーション公式は、ｔ番目の
サブフレームのｓ番目分散論理資源ユニットに対して「ペア（ｓ，ｍ，ｌ，ｔ）」＝ＬＤ

ＲＵ・ｆ（ｍ，ｓ）＋ｇ（ＰｅｒｍＳｅｑ（），ｓ，ｍ，ｌ，ｔ）によって与えられる。
ここで、ｌ＝０、１、…、Ｎｓｙｍ－１で、「ペア（ｓ，ｍ，ｌ，ｔ）」は、ｔ番目のサ
ブフレームのｓ番目の分散論理資源ユニット内のｌ番目（０＜＝ｌ＜Ｎｓｙｍ）のＯＦＤ
ＭＡシンボル内のｍ番目（０＜＝ｍ＜Ｌｐａｉｒ，ｌ）のトーン―ペアのトーン―ペアイ
ンデックスで、ｔは、フレームに対するサブフレームインデックスで、ｓは、分散論理資
源ユニットのインデックス（０＜＝ｓ＜ＬＤＲＵ）で、ｍは、前記ｌ番目のＯＦＤＭＡシ
ンボル内のトーン―ペアインデックスで、ＰｅｒｍＳｅｑ（）は、予め決定された関数又
は検索テーブルによって生成されるパーミュテーションシーケンスである。
【００１８】
　更に他の側面で、前記予め決定されたパーミュテーション公式は、ＳＣ＿ＤＲＵＦＰｉ

［ｊ］，ｌ［ｍ］＝ＲＳＰＦＰｉ，ｌ［ｋ］によって与えられる。ここで、ｋは、ＬＤＲ

Ｕ，ＦＰｉ・ｆ（ｍ，ｓ）＋ｇ（ＰｅｒｍＳｅｑ（），ｓ，ｍ，ｌ，ｔ）と同一であるが
、これは、ｔ番目のサブフレームのｓ番目の分散ＬＲＵのｌ番目のＯＦＤＭＡシンボルで
のｍ番目のサブキャリアペアを意味し、ｍは、０からＬＳＰ，ｌ－１の範囲を有するサブ
キャリアペアで、ｔは、そのフレームに該当するサブフレームインデックスを意味する。
【００１９】
　本発明の他の様相において、前記交換するのは、それぞれのｌ番目のＯＦＤＭＡシンボ
ルに対して予め決定されたパイロット割り当て方式によってｎｌ個のパイロットを割り当
て、ｌ番目のＯＦＤＭＡシンボルのうち残っているＬＤＲＵ・（Ｐｓｃ－ｎｌ）個のデー
タサブキャリアを０からＬＤＲＵ・（Ｐｓｃ－ｎｌ）－１まで順次リナンバリングし、０
からＬＤＲＵ・Ｌｐａｉｒ，ｌ－１までのトーン―ペアの各ペアに予め決定されたパーミ
ュテーション公式を適用することによって、論理的に連続したトーン―ペア（ｉ・Ｌｐａ

ｉｒ，ｌ；（ｉ＋１）・Ｌｐａｉｒ，ｌ－１）をｉ番目の分散ＬＲＵにマッピングするこ
とを含む。ここで、ｉ＝０、１、…、ＬＤＲＵ－１で、論理的に連続したリナンバリング
された各サブキャリアは、ＬＤＲＵ・Ｌｐａｉｒ，ｌ個のペアにグルーピングされ、０か
らＬＤＲＵ・Ｌｐａｉｒ，ｌ－１にリナンバリングされる。
【００２０】
　本発明の他の様相において、他の機器と無線通信可能に構成された通信機器が提供され
る。この通信機器は、メモリと、該メモリに作動可能に連結されており、前記他の機器と
ＰＲＵを交換するように構成されたプロセッサとを含む。前記ＰＲＵは、複数のＯＦＤＭ
Ａシンボルを含む。それぞれのｌ番目のＯＦＤＭＡシンボルは、予め決定されたパイロッ
ト割り当て方式によって割り当てられたｎｌ個のパイロットを含む。前記ｌ番目のＯＦＤ
ＭＡシンボルのうち残っているＬＤＲＵ・（Ｐｓｃ－ｎｌ）個のデータサブキャリアは、
０からＬＤＲＵ（Ｐｓｃ－ｎｌ）－１に順次リナンバリングされる。ここで、論理的に連
続したリナンバリングされた各サブキャリアは、ＬＤＲＵ・Ｌｐａｉｒ，ｌ個のペアにグ
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ルーピングされ、０からＬＤＲＵ・Ｌｐａｉｒ，ｌ－１までリナンバリングされる。０か
らＬＤＲＵ・Ｌｐａｉｒ，ｌ－１までのトーン―ペアが形成されれば、それぞれのペアに
予め決定されたパーミュテーション公式が適用され、論理的に連続したトーン―ペア（ｉ
・Ｌｐａｉｒ，ｌ；（ｉ＋１）・Ｌｐａｉｒ，ｌ－１）はｉ番目の分散ＬＲＵにマッピン
グされる。ここで、ｉ＝０、１、…、ＬＤＲＵ－１である。
【００２１】
　本発明の他の様相において、前記通信機器は無線通信ネットワークの基地局で、前記基
地局は、前記ＰＲＵをエンコーディングして送信するように構成される。
【００２２】
　本発明の他の様相において、前記通信機器は無線通信ネットワークの移動通信端末で、
前記移動通信端末は、前記ＰＲＵを受信してデコーディングするように構成される。
例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　移動通信端末と基地局との間での無線で通信する方法であって、
　上記基地局と上記移動通信端末との間で物理資源ユニット（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｒｅｓ
ｏｕｒｃｅ　ｕｎｉｔ、ＰＲＵ）を交換することを含み、
　上記物理資源ユニットは、複数のＯＦＤＭＡシンボルを含み、
　それぞれの１番目のＯＦＤＭＡシンボルは、予め決定されたパイロット割り当て方式に
よって割り当てられるｎｌ個のパイロットサブキャリアを含み、
　上記ｌ番目のＯＦＤＭＡシンボルのうち残っているＬＤＲＵ・（Ｐｓｃ－ｎｌ）個のデ
ータサブキャリアは、インデックス０からＬＤＲＵ（Ｐｓｃ－ｎｌ）－１まで順次リナン
バリングされ、論理的に連続した上記リナンバリングされたデータサブキャリアは、ＬＤ

ＲＵ・Ｌｐａｉｒ，ｌ個のデータサブキャリアペアにグルーピングされ、インデックス０
からＬＤＲＵ・Ｌｐａｉｒ，ｌ－１までリナンバリングされ、
　論理的に連続した上記トーン―ペア（ｉ・Ｌｐａｉｒ，ｌ；（ｉ＋１）・Ｌｐａｉｒ，

ｌ－１）は、予め決定されたパーミューテーション公式によってパーミューティングされ
、ｉ番目の分散論理資源ユニットにマッピングされ（ただし、ｉ＝０、１、…、ＬＤＲＵ

－１）、
　上記ＬＤＲＵは、分散資源ユニット（ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｕ
ｎｉｔ、ＤＲＵ）の個数を示し、上記Ｐｓｃは、上記物理資源ユニット内のＯＦＤＭＡシ
ンボルでのサブキャリアの個数を示し、Ｌｐａｉｒ，ｌ＝（Ｐｓｃ－ｎｌ）／２である、
無線通信方法。
（項目２）
　上記交換するのは、上記物理資源ユニットを上記基地局から上記移動通信端末に送信す
ることを含む、項目１に記載の無線通信方法。
（項目３）
　上記交換するのは、上記移動通信端末で上記基地局から上記物理資源ユニットを受信す
ることを含む、項目１に記載の無線通信方法。
（項目４）
　上記予め決定されたパーミュテーション公式は、「ペア（ｓ，ｍ，ｌ，ｔ）」＝ＬＤＲ

Ｕ・ｆ（ｍ，ｓ）＋ｇ（ＰｅｒｍＳｅｑ（），ｓ，ｍ，ｌ，ｔ）を含み、ここで、ｌ＝０
、１、…、Ｎｓｙｍ－１で、「ペア（ｓ，ｍ，ｌ，ｔ）」は、ｔ番目のサブフレームのｓ
番目の分散論理資源ユニット内のｌ番目０＜＝ｌ＜Ｎｓｙｍ）のＯＦＤＭＡシンボル内の
ｍ番目（０＜＝ｍ＜Ｌｐａｉｒ，ｌ）のトーン―ペアのトーン―ペアインデックスで、ｔ
は、フレームに対するサブフレームインデックスで、ｓは、分散論理資源ユニットのイン
デックス（０＜＝ｓ＜ＬＤＲＵ）で、ｍは、上記ｌ番目のＯＦＤＭＡシンボル内のトーン
―ペアインデックスで、ＰｅｒｍＳｅｑ（）は、予め決定された関数又は検索テーブルに
よって生成されるパーミュテーションシーケンスである、項目１に記載の無線通信方法。
（項目５）
　移動通信端末と基地局との間で無線で通信する方法であって、
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　上記基地局と上記移動通信端末との間で物理資源ユニット（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｒｅｓ
ｏｕｒｃｅ　ｕｎｉｔ、ＰＲＵ）を交換することを含み、
　上記物理資源ユニットは、複数のＯＦＤＭＡシンボルを含み、
　上記交換するのは、
　それぞれのｌ番目のＯＦＤＭＡシンボルに対して、予め決定されたパイロット割り当て
方式によってｎｌ個のパイロットを割り当て、
　上記ｌ番目のＯＦＤＭＡシンボルのうち残っているＬＤＲＵ・（Ｐｓｃ－ｎｌ）個のデ
ータサブキャリアをインデックス０からＬＤＲＵ（Ｐｓｃ－ｎｌ）－１まで順次リナンバ
リングし、論理的に連続した上記リナンバリングされたデータサブキャリアをＬＤＲＵ・
Ｌｐａｉｒ，ｌ個のデータサブキャリアペアにグルーピングし、インデックス０からＬＤ

ＲＵ・Ｌｐａｉｒ，ｌ－１までリナンバリングし、
　論理的に連続した上記トーン―ペア（ｉ・Ｌｐａｉｒ，ｌ；（ｉ＋１）・Ｌｐａｉｒ，

ｌ－１）を、予め決定されたパーミュテーション公式によってパーミューティングし、ｉ
番目の分散論理資源ユニットにマッピングする（ただし、ｉ＝０、１、…、ＬＤＲＵ－１
）ことを含み、
　上記ＬＤＲＵは、分散資源ユニット（ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｕ
ｎｉｔ、ＤＲＵ）の個数を示し、上記Ｐｓｃは、上記物理資源ユニット内のＯＦＤＭＡシ
ンボルでの各サブキャリアの個数を示し、Ｌｐａｉｒ，ｌ＝（Ｐｓｃ－ｎｌ）／２である
、無線通信方法。
（項目６）
　上記交換するのは、上記基地局から上記移動通信端末に上記物理資源ユニットを送信す
ることを含む、項目５に記載の無線通信方法。
（項目７）
　上記交換するのは、上記無線通信端末で上記基地局から上記物理資源ユニットを受信す
ることを含む、項目５に記載の無線通信方法。
（項目８）
　上記予め決定されたパーミュテーション公式は、「ペア（ｓ，ｍ，ｌ，ｔ）」＝ＬＤＲ

Ｕ・ｆ（ｍ，ｓ）＋ｇ（ＰｅｒｍＳｅｑ（），ｓ，ｍ，ｌ，ｔ）を含み、ここで、ｌ＝０
、１、…、Ｎｓｙｍ－１で、「ペア（ｓ，ｍ，ｌ，ｔ）」は、ｔ番目のサブフレームのｓ
番目の分散論理資源ユニット内のｌ番目（０＜＝ｌ＜Ｎｓｙｍ）のＯＦＤＭＡシンボル内
のｍ番目（０＜＝ｍ＜Ｌｐａｉｒ，ｌ）のトーン―ペアのトーン―ペアインデックスで、
ｔは、フレームに対するサブフレームインデックスで、ｓは、分散論理資源ユニットのイ
ンデックスで（０＜＝ｓ＜ＬＤＲＵ）、ｍは、上記ｌ番目のＯＦＤＭＡシンボル内のトー
ン―ペアインデックスで、ＰｅｒｍＳｅｑ（）は、予め決定された関数又は検索テーブル
によって生成されるパーミュテーションシーケンスである、項目５に記載の無線通信方法
。
（項目９）
　他の装置と無線で通信するようになっている無線通信装置であって、
　メモリと、
　該メモリに作動可能に連結されており、上記他の装置と物理資源ユニット（ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｕｎｉｔ、ＰＲＵ）を交換するようになっているプロセッサ
と、を含み、
　上記物理資源ユニットは、複数のＯＦＤＭＡシンボルを含み、
　それぞれのｌ番目のＯＦＤＭＡシンボルは、予め決定されたパイロット割り当て方式に
よって割り当てられるｎｌ個のパイロットを含み、
　上記ｌ番目のＯＦＤＭＡシンボルのうち残っているＬＤＲＵ・（Ｐｓｃ－ｎｌ）個のデ
ータサブキャリアは、インデックス０からＬＤＲＵ・（Ｐｓｃ－ｎｌ）－１まで順次リナ
ンバリングされ、論理的に連続した上記リナンバリングされたデータサブキャリアは、Ｌ

ＤＲＵ・Ｌｐａｉｒ，ｌ個のデータサブキャリアペアにグルーピングされ、インデックス
０からＬＤＲＵ・Ｌｐａｉｒ，ｌ－１までリナンバリングされ、
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　論理的に連続した上記トーン―ペア（ｉ・Ｌｐａｉｒ，ｌ；（ｉ＋１）・Ｌｐａｉｒ，

ｌ－１）は、予め決定されたパーミュテーション公式によってパーミューティングされ、
ｉ番目の分散論理資源ユニットにマッピングされ（ただし、ｉ＝０、１、…、ＬＤＲＵ－
１）、
　上記ＬＤＲＵは、分散資源ユニット（ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｕ
ｎｉｔ、ＤＲＵ）の個数を示し、上記Ｐｓｃは、上記物理資源ユニット内のＯＦＤＭＡシ
ンボルでのサブキャリアの個数を示し、Ｌｐａｉｒ，ｌ＝（Ｐｓｃ－ｎｌ）／２である、
無線通信装置。
（項目１０）
　上記通信装置は移動通信ネットワークの基地局で、上記基地局は、上記ＰＲＵをエンコ
ーディングして送信するようになっている、項目９に記載の無線通信装置。
（項目１１）
　上記通信装置は、移動通信ネットワーク内の移動通信端末で、上記移動通信端末は、上
記物理資源ユニットを受信してデコーディングするようになっている、項目９に記載の無
線通信装置。
（項目１２）
　上記予め決定されたパーミュテーション公式は、「ペア（ｓ，ｍ，ｌ，ｔ）」＝ＬＤＲ

Ｕ・ｆ（ｍ，ｓ）＋ｇ（ＰｅｒｍＳｅｑ（），ｓ，ｍ，ｌ，ｔ）を含み、ここで、ｌ＝０
、１、…、Ｎｓｙｍ－１で、「ペア（ｓ，ｍ，ｌ，ｔ）」は、ｔ番目のサブフレームのｓ
番目の分散論理資源ユニット内のｌ番目（０＜＝ｌ＜Ｎｓｙｍ）のＯＦＤＭＡシンボル内
のｍ番目（０＜＝ｍ＜Ｌｐａｉｒ，ｌ）のトーン―ペアのトーン―ペアインデックスで、
ｔは、フレームに対するサブフレームインデックスで、ｓは、分散論理資源ユニットのイ
ンデックスで（０＜＝ｓ＜ＬＤＲＵ）、ｍは、上記ｌ番目のＯＦＤＭＡシンボル内のトー
ン―ペアインデックスで、ＰｅｒｍＳｅｑ（）は、予め決定された関数又は検索テーブル
によって生成されるパーミュテーションシーケンスである、項目９に記載の無線通信装置
。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によってＤＲＵを形成するための最小単位は、ダイバーシティ利得を提供し、Ｓ
ＦＢＣ　ＭＩＭＯ動作をサポートするという利点を有する。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】各パケットサイズと一人のユーザに対して利用可能な帯域幅の組み合わせによっ
てダイバーシティ利得側面での性能を比較するためのダイアグラムである。
【図２】それぞれ本発明の一実施例に係る例示的なＤＲＵ構造を示す図である。
【図３】それぞれ本発明の一実施例に係る例示的なＤＲＵ構造を示す図である。
【図４】それぞれ本発明の一実施例に係る例示的なＤＲＵ構造を示す図である。
【図５】それぞれ本発明の一実施例に係る例示的なＤＲＵ構造を示す図である。
【図６Ａ】それぞれ本発明の一実施例に係る例示的なＤＲＵ構造を示す図である。
【図６Ｂ】図６Ａに示した各構造を形成するための方法を示す図である。
【図７】本発明の一実施例に係る正規サブフレームの基本ＰＲＵに対するＭＲＵの構造を
示す図である。
【図８】本発明の一実施例に係る非正規サブフレームの基本ＰＲＵに対するＭＲＵの構造
を示す図である。
【図９】本発明の一実施例に係る非正規サブフレームの基本ＰＲＵに対するＭＲＵの構造
を示す図である。
【図１０】本発明の一実施例に係る正規サブフレームの基本ＰＲＵに対する他のＭＲＵの
構造を示す図である。
【図１１】本発明の一実施例に係る非正規サブフレームの基本ＰＲＵに対する他のＭＲＵ
の構造を示す図である。
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【図１２】本発明の一実施例に係る非正規サブフレームの基本ＰＲＵに対する他のＭＲＵ
の構造を示す図である。
【図１３】本発明の一実施例に係るフレーム構造を示す図である。
【図１４】本発明の一実施例に係るサブキャリア―ＤＲＵマッピングを示す図である。
【図１５】図２～図１４の各データ構造を交換可能な無線通信システムの構造を示す図で
ある。
【図１６】図２～図１４の各データ構造を交換可能な通信機器の各構成要素を示すブロッ
ク図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　添付の図面は、本発明の理解を促進するために提供されたものである。添付の図面は、
本発明の各実施例を描写し、発明の詳細な説明と共に本発明の原理を説明するためのもの
である。
【００２６】
　本発明の例示的な各実施例に対する参照が詳細に提供されており、本発明の各例が添付
の図面上に描写される。添付の図面を参照した下記の詳細な説明は、本発明の例示的な各
実施例を説明するために意図されたもので、本発明によって具現可能な唯一の実施例を示
すものではない。下記の詳細な説明は、本発明の完全な理解を提供するために特定の具体
的な内容を含む。しかし、本発明の属する技術分野の熟練された者であれば、本発明がそ
のような特定の具体的な内容なしにも実施可能であることを理解するであろう。例えば、
下記の説明は、特定の用語を使用して記述されるが、そうであるとしても、本発明がこの
ような用語又は同一の意味を示す他の用語によって限定されることはない。
【００２７】
　ＤＲＵは、資源割り当て領域にわたって分散された各サブキャリアを含む。前記ＤＲＵ
を形成するための最小単位が１個のサブキャリア又は前記ＤＲＵの一部と同一であるとし
ても、前記最小単位の最適なサイズは、可能な資源構成によって変わり得る。この文書で
、（ｘ，ｙ）は、ｘ個のサブキャリア及びｙ個のＯＦＤＭＡシンボルで構成される資源ユ
ニットのサイズを示す。
【００２８】
　ＤＲＵを構成するＭＲＵのサイズを決定するとき、ダイバーシティ利得に関する事項を
考慮しなければならない。小さいサイズの「最小ＤＲＵ形成ユニット（最小―資源ユニッ
ト；ＭＲＵ）」が大きいサイズの「最小ＤＲＵ形成ユニット」よりも好まれるが、その理
由は、大きいサイズの「最小ＤＲＵ形成ユニット」に比べて、小さいサイズの「最小ＤＲ
Ｕ形成ユニット」によってより大きいダイバーシティ利得を得られるためである。
【００２９】
　一方、ＭＲＵのサイズを決定するにおいて、ＳＴＢＣ（ｓｐａｃｅ　ｔｉｍｅ　ｂｌｏ
ｃｋ　ｃｏｄｅ）がデータ伝送に適していないサブフレーム構成に対しては、ＳＦＢＣ（
ｓｐａｃｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｂｌｏｃｋ　ｃｏｄｅ）をサポートする能力を考慮し
なければならない。このようなサブフレーム構成に対しては、ＳＴＢＣよりＳＦＢＣを使
用することが有利である。一般的に、ＳＴＢＣをＳＦＢＣに取り替えるために、ＳＴＢＣ
及びＳＦＢＣを全てサポートするために、又は、全ての異なるサブフレーム構成をサポー
トするためには、最小２個のサブキャリアが連続していなければならない。
【００３０】
　上述した内容を考慮すれば、本発明によって導入される「最小ＤＲＵ形成ユニット」は
二つ以上のサブキャリアを含むことができる。以下、本発明に係る各実施例を記述する。
【００３１】
　本発明の一実施例によれば、一つのＤＲＵはｋ個のＭＲＵを含む。ＤＲＵを構成する一
つのＭＲＵは、ＰＲＵのサイズが（ＰＳＣ，Ｎｓｙｍ）である場合に（２ｎ，Ｎｓｙｍ）
のサイズを有する。ここで、「ＰＳＣ」は、ＤＲＵを構成する各サブキャリアの個数を示
し、「Ｎｓｙｍ」は、ＤＲＵを構成する各シンボルの個数を示す。このとき、ＰＳＣはｋ
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＊２ｎと同一で、「２ｎ」は、ＭＲＵを構成する各サブキャリアの個数を示し、「ｋ」は
、ＤＲＵに含まれるＭＲＵの個数を示す自然数で、「ｎ」は自然数である。このようなＭ
ＲＵ構成により、最も簡単なパーミュテーション規則によってＳＦＢＣがサポートされる
。
【００３２】
　図２は、本発明の一実施例に係る例示的なＤＲＵ構造を示す図である。
【００３３】
　図２の（ａ）に示した例示的なＤＲＵは、１８個のサブキャリア及び６個のＯＦＤＭＡ
シンボルからなる。すなわち、ＤＲＵのサイズは（１８，６）である。ＤＲＵは、９個の
ＭＲＵ（ｋ＝９）からなる。各ＭＲＵのサイズは（２，６）である。
【００３４】
　図２の（ｂ）に示した例示的なＤＲＵは、１８個のサブキャリア及び６個のＯＦＤＭＡ
シンボルで構成される。すなわち、ＤＲＵのサイズは（１８，６）である。ＤＲＵは、３
個のＭＲＵ（ｋ＝３）からなる。各ＭＲＵのサイズは（６，６）である。
【００３５】
　図２の各構造に対して、パーミュテーションは６シンボル単位で行われる。しかし、パ
ーミュテーションの遂行単位は、任意のシンボル個数単位である。
【００３６】
　本発明の他の実施例によれば、ＤＲＵのサイズは（ＰＳＣ，Ｎｓｙｍ）で、ＭＲＵのサ
イズは（２ｎ，２ｍ）である。ここで、「ＰＳＣ」は、ＤＲＵを構成する各サブキャリア
の個数を示し、「Ｎｓｙｍ」は、ＤＲＵを構成する各シンボルの個数を示す。このとき、
「２ｎ」は、ＭＲＵを構成する各サブキャリアの個数を示し、「２ｍ」は、ＭＲＵを構成
する各シンボルの個数を示し、「ｎ」は、１≦ｎ≦ＰＳＣ／２を満足する整数で、「ｍ」
は、１≦ｍ≦Ｎｓｙｍ／２を満足する整数である。このようなＭＲＵ構成により、２次元
のパーミュテーションは、ＳＦＢＣ及びＳＴＢＣを全てサポートすることができる。
【００３７】
　図３は、本発明の他の実施例に係る例示的なＤＲＵ構造を示す図である。
【００３８】
　図３を参照すれば、ＤＲＵは、１８個のサブキャリア及び６個のＯＦＤＭＡシンボルで
構成される。すなわち、ＤＲＵのサイズは（１８，６）である。ＤＲＵを構成するＭＲＵ
のサイズは（２，２）である。図３の場合、「ｍ」及び「ｎ」はそれぞれ「１」である。
【００３９】
　本発明の他の実施例によれば、ＤＲＵのサイズは（ＰＳＣ，Ｎｓｙｍ）で、ＭＲＵのサ
イズは（２ｎ，１）である。ここで、「ＰＳＣ」は、ＤＲＵを構成する各サブキャリアの
個数を示し、「Ｎｓｙｍ」は、ＤＲＵを構成する各シンボルの個数を示す。このとき、「
２ｎ」は、ＭＲＵを構成する各サブキャリアの個数を示し、ＰＳＣはｋ＊２ｎと同一で、
「ｎ」は自然数で、「ｋ」は、ＤＲＵの一つのＯＦＤＭＡシンボルに含まれるＭＲＵの個
数を示す自然数である。このようなＭＲＵ構成により、２次元のパーミュテーションは、
ＳＦＢＣ及びＳＴＢＣを全てサポートすることができる。
【００４０】
　図４は、本発明の更に他の実施例に係る例示的なＤＲＵの構造を示す図である。
【００４１】
　図４を参照すれば、ＤＲＵは、１８個のサブキャリア及び６個のＯＦＤＭＡシンボルで
構成される。すなわち、ＤＲＵのサイズは（１８，６）である。ＤＲＵを構成するＭＲＵ
のサイズは（２，１）である。図４の場合、ｎは１である。
【００４２】
　本発明によれば、ＭＲＵ割り当ては、パイロット割り当て前に行われたり、又はパイロ
ット割り当て後に行われる。
【００４３】
　本発明の一実施例によれば、全てのＭＲＵは、各パイロットが二つのトーンでペアをな
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した場合、物理領域及び論理領域の両方で連続的な二つのサブキャリアを含む。
【００４４】
　図５は、本発明の一実施例に係る例示的なＤＲＵ構造を示す図である。
【００４５】
　図５を参照すれば、全てのパイロットシンボルは、他のパイロットシンボルと物理資源
構造上でペアをなしており、全てのＭＲＵは、それによって同一のサイズを有する。図５
を参照すれば、一つのＭＲＵが一つのＤＲＵ又は一つのセットのＤＲＵにパイロット割り
当て前又はパイロット割り当て後に割り当てられることを容易に理解することができる（
すなわち、データサブキャリア及びパイロットサブキャリアの割り当て順序とは関係ない
。）。
【００４６】
　本発明の更に他の実施例によれば、各ＭＲＵの少なくとも一部は、各パイロットが二つ
のトーン同士でペアをなしていない場合、論理的には連続しているが、物理的には必ずし
も連続していない二つのサブキャリアで構成される。各パイロットが二つのトーン同士で
ペアをなしていない場合、二つのサブキャリアが論理周波数領域上で連続しているとして
も、一つのＭＲＵを構成する二つのサブキャリアは、物理周波数領域上で連続していたり
、物理周波数領域上で連続していなかったりする。
【００４７】
　図６Ａは、本発明の更に他の実施例に係る更に他の例示的なＤＲＵ構造を示す図である
。図６Ａによれば、少なくとも一部のパイロットシンボルは、他のパイロットシンボルと
ペアをなすことができない。したがって、一つのＭＲＵを構成する二つのデータサブキャ
リアの間に物理的な非連続性が存在しうる。
【００４８】
　本発明の一実施例によれば、分散グループ内に「ＬＤＲＵ」個のＬＲＵ（Ｌｏｇｉｃａ
ｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｕｎｉｔｓ）が存在するという仮定下で、以下では、サブフレー
ム内のｌ番目のＯＦＤＭＡシンボルのためのパーミュテーション規則を示す（図６Ｂを参
照）。
【００４９】
　サブフレーム内のｌ番目のＯＦＤＭＡシンボルに対して：
【００５０】
　段階Ｓ１）各ＰＲＵ内にｎｌ個のパイロットを割り当て、
【００５１】
　段階Ｓ２）残っているＬＤＲＵ・（Ｐｓｃ－ｎｌ）個のデータサブキャリアを０からＬ

ＤＲＵ・（Ｐｓｃ－ｎｌ）－１まで順次リナンバリングし、このように論理的に連続した
リナンバリングされた各サブキャリアをＬＤＲＵ・Ｌｐａｉｒ，ｌ個のペアにグルーピン
グし、０からＬＤＲＵ・Ｌｐａｉｒ，ｌ－１までリナンバリングし、
【００５２】
　段階Ｓ３）予め決定されたサブキャリアパーミュテーション公式を適用し、連続的なト
ーン―ペア［ｉ・Ｌｐａｉｒ，ｌ，（ｉ＋１）・Ｌｐａｉｒ，ｌ－１］をｉ番目の分散Ｌ
ＲＵに論理的にマッピングし、このとき、ｉ＝０、１、…、ＬＤＲＵ－１である。
【００５３】
　ｔ番目のサブフレームのｓ番目の分散ＬＲＵに対して、予め決定されたサブキャリアパ
ーミュテーション公式は下記のように与えられる。
【００５４】
　「ペア（ｓ，ｍ，ｌ，ｔ）」＝ＬＤＲＵ・ｆ（ｍ，ｓ）＋ｇ（ＰｅｒｍＳｅｑ（），ｓ
，ｍ，ｌ，ｔ）
【００５５】
　ここで、ｌ＝０、１、…、Ｎｓｙｍ－１、で、「ペア（ｓ，ｍ，ｌ，ｔ）」は、ｔ番目
のサブフレームのｓ番目の分散ＬＲＵ内のｌ番目（０＜＝ｌ＜Ｎｓｙｍ）のＯＦＤＭＡシ
ンボル内のｍ番目（０＜＝ｍ＜Ｌｐａｉｒ，ｌ）のトーン―ペアのトーン―ペアインデッ
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クスで、ｔは、フレームに対するサブフレームインデックスで、ｓは、（０＜＝ｓ＜ＬＤ

ＲＵ）分散ＬＲＵインデックスで、ｍは、ｌ番目のＯＦＤＭＡシンボル内のトーン―ペア
インデックスで、ＰｅｒｍＳｅｑ（）は、予め決定された関数又は検索デイブルによって
生成されるパーミュテーションシーケンスである。
【００５６】
　図６Ａの例示的なＤＲＵにおいて、「ＬＤＲＵ，ＦＰｉ」は６で、「ｎｌ」は２で、「
ＰＳＣ」は１８である。したがって、図６に対するパーミュテーション規則は、次のよう
に再び作成される。
【００５７】
　１．各ＰＲＵ内の各ＯＦＤＭＡシンボル内に２個のパイロットを割り当てる。
【００５８】
　２．残っている６＊（１８－２）＝９６個のデータサブキャリアをインデックス０から
インデックス［６＊（１８－２）－１］＝９５まで順次リナンバリングする。
【００５９】
　３．連続的にリナンバリングされた各サブキャリアを、ＳＦＢＣをサポートするために
［６＊（１８－２）］／２＝４８個のペア／クラスタにグルーピングする。
【００６０】
　４．パーミュテーションシーケンスＰｅｒｍＳｅｑ（）を、前記グルーピングされたペ
ア／クラスタに適用する。
【００６１】
　図５及び図６を参照して記述した各例の思想は、より大きいサイズのＭＲＵのために拡
張されて一般化される。すなわち、パイロット設計が、条件１）各パイロットは２ｎ個（
ｎ＝１、２、…）の連続的なサブキャリアでペアをなし、条件２）パイロット割り当て後
に残っているデータサブキャリアの個数は常に２ｎ個（ｎ＝１、２、…）の連続的なサブ
キャリアでペアをなす、という条件を満足する場合、一つのＭＲＵは、割り当て順序と関
係なしに物理的かつ論理的に全て連続したサブキャリアで構成される。一方、パイロット
が上述した条件１）、条件２）を満足しない場合、一つのＭＲＵは、各パイロットシンボ
ルを割り当てた後、論理的に連続した各サブキャリアで構成されるが、一つのＭＲＵが物
理的に連続したサブキャリアで構成されることは保障されない。すなわち、パイロット割
り当て後に、一つのＭＲＵの二つのデータサブキャリアは、物理的に連続していないこと
がある（これらサブキャリアは、一つのパイロットシンボルによって分離される。）。し
かし、このように物理的に分離された各サブキャリアは、論理的に合わせられて一つのＭ
ＲＵを構成することができる。
【００６２】
　本発明によれば、基本ＰＲＵは、周波数軸上又は時間軸上で互いに隣接する一つ以上の
ＭＲＵで構成される。基本ＰＲＵが周波数軸に沿って分割される場合、周波数軸上で分散
割り当てがサポートされる。一方、基本ＰＲＵが時間軸に沿って分割される場合、時間軸
上で分散割り当てがサポートされる。一つの基本ＰＲＵが時間軸上で互いに隣接する一つ
以上のＭＲＵに分離される場合、これによって、それぞれのＭＲＵが周波数軸上で十分な
長さを有するので、ＳＦＢＣ／ＳＴＢＣのようなＭＩＭＯ方式を具現しやすい。望ましく
は、基本ＰＲＵは、周波数軸で１８個のサブキャリアで構成される。この場合、それぞれ
のＭＲＵは、偶数個のサブキャリアで構成される。以下、本発明の各実施例を記述するが
、このとき、基本ＰＲＵは周波数軸上で１８個のサブキャリアからなるものと仮定する。
しかし、本発明は、基本ＰＲＵを構成するサブキャリアの特定個数によって限定されない
ことに注目しなければならない。この出願書で、サブチャンネル化は、一つの基本ＰＲＵ
を一つ以上のＭＲＵに分ける過程、又は結果的に一つ以上のＭＲＵからなる基本ＰＲＵの
資源構造をいう。
【００６３】
　各サブフレームは、一つのサブフレームを構成するＯＦＤＭＡシンボルの個数によって
正規サブフレーム及び非正規サブフレームに分類される。一つの正規サブフレームは６個
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のＯＦＤＭＡシンボルで構成され、一つの非正規サブフレームは、５個又は７個のＯＦＤ
ＭＡシンボルで構成される。望ましくは、正規サブフレームの一つの基本ＰＲＵは、１８
個のサブキャリア及び６個のＯＦＤＭＡシンボルで構成される。一方、非正規サブフレー
ムの一つの基本ＰＲＵは、１８個のサブキャリア及び５個又は７個のＯＦＤＭＡシンボル
で構成される。この場合、基本ＰＲＵを構成する一つのＭＲＵは、ｘ個のサブキャリア及
びｙ個のＯＦＤＭＡシンボルで構成される。ここで、サブフレームのタイプと関係なしに
、ｘは１から１８までの整数のうち一つで、ｙは、一つのサブフレームに含まれるＯＦＤ
ＭＡシンボルの総個数であるか、又は、一つのサブフレームに含まれるＯＦＤＭＡシンボ
ルの総個数の約数である。一つのＭＲＵは、パイロット、データ及び制御サブキャリアで
構成される。ここで、本発明が、基本ＰＲＵを構成する各サブキャリアの個数によって制
限されないことに注目しなければならない。
【００６４】
　本発明の一部の実施例によれば、一つの基本ＰＲＵは、分散割り当て方式をサポートす
るために周波数軸上で「１８／ｘ」個のＭＲＵに分けられる。「ｘ」は、望ましくは２で
ある。ｘ＝１である場合、すなわち、「トーン別サブチャンネル化」の場合、ＳＦＢＣを
具現しにくい。したがって、ＳＦＢＣのために２個のサブキャリアが一つの単位になる必
要がある。すなわち、一つの基本ＰＲＵは、望ましくは９（＝１８／２）個のＭＲＵで構
成され、それぞれのＭＲＵは、分散割り当て方式をサポートするために２個のサブキャリ
ア（すなわち、ｘ＝２）で構成される。
【００６５】
　ＳＦＢＣは、ＳＴＢＣの具現が可能でない非正規サブフレームをサポートするシステム
に適用することができる。しかし、ＳＦＢＣモードで、トーン別サブチャンネル化（すな
わち、ｘ＝１）が採択される場合、分散割り当て方式は具現しにくいが、これは、ＳＦＢ
Ｃに内在するデータサブキャリアペアリング問題のためである。したがって、本発明の一
部の実施例によれば、ｘは、望ましくは２、６又は１８の値を有し、一つのＰＲＵを形成
する全てのＭＲＵが同一のサイズを有するという仮定下で、前記一つの基本ＰＲＵ内のＭ
ＲＵの個数は、分散割り当てにおいて９、３又は１になる。しかし、一つの基本ＰＲＵを
形成する全てのＭＲＵが必ずしも同一である必要がない場合、ｘは、２～１８の整数のう
ち任意の値になる。
【００６６】
　図７は、本発明の一実施例に係る正規サブフレームの一つの基本ＰＲＵのためのＭＲＵ
の構造を示す図である。
【００６７】
　この実施例で、基本ＰＲＵは、望ましくは、１８個のサブキャリア及び６個のＯＦＤＭ
Ａシンボルで構成される。そして、一つのＭＲＵは、６個のサブキャリア及び６個のＯＦ
ＤＭＡシンボルで構成される。したがって、サイズ（１８，６）の基本ＰＲＵは、サイズ
（６，６）の３個のＭＲＵで構成される。このとき、前記３個のＭＲＵは周波数軸で互い
に隣接する。図７を参照すれば、一つのＭＲＵが３６（＝６＊６）個のトーンからなるこ
とが分かる。この文書で、「トーン」という用語は、１個のサブキャリア及び１個のＯＦ
ＤＭＡシンボルによって特定される一つの資源を示す。
【００６８】
　一方、一つのＭＲＵが（９，６）のサイズを有するように設計され、サイズが（１８，
６）である一つの基本ＰＲＵが２個の前記ＭＲＵからなる場合、十分な周波数ダイバーシ
ティを得られないことがある。その一方、サイズが（１８，６）である一つの基本ＰＲＵ
が４個のＭＲＵで構成されるように一つのＭＲＵ構造を設計する場合、システムのオーバ
ーヘッド及び／又は複雑度が増加する。また、各パイロットが一つのＰＲＵの３個のＭＲ
Ｕより多く分けられる場合、ＳＦＢＣをサポートしにくい。したがって、基本ＰＲＵのサ
イズが（１８，６）である場合にシステム性能を最適化するために、前記基本ＰＲＵを周
波数軸で３個のＭＲＵにサブチャンネル化することが望ましい。
【００６９】
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　図８及び図９は、それぞれ本発明の一実施例に係る非正規サブフレームの一つの基本Ｐ
ＲＵのための一つのＭＲＵの他の構造を示す図である。
【００７０】
　図８で、サブチャンネル化方法は、基本ＰＲＵ及びＭＲＵがそれぞれ５個のＯＦＤＭＡ
シンボルで構成されるという事実を除いては図７と同一である。
【００７１】
　図９で、サブチャンネル化方法は、基本ＰＲＵ及びＭＲＵがそれぞれ７個のＯＦＤＭＡ
シンボルで構成されるという事実を除いては図７と同一である。
【００７２】
　図８及び図９を参照すれば、一つのＭＲＵは、それぞれ３０個又は４２個の（（＝６＊
５又は６＊７）トーンで構成されることが分かる。
【００７３】
　図１０は、本発明の一実施例に係る正規サブフレームの一つの基本ＰＲＵのための一つ
のＭＲＵの更に他の構造を示す図である。
【００７４】
　この実施例で、一つの基本ＰＲＵは、１８個のサブキャリア及び６個のＯＦＤＭＡシン
ボルで構成されることが望ましい。基本ＰＲＵは、時間軸上で互いに隣接する３個のＭＲ
Ｕで構成される。この実施例で、３個のＭＲＵは、全て同一のサイズ（１８，２）を有す
る。図１０を参照すれば、一つのＭＲＵが３６（＝１８＊２）個のトーンで構成されるこ
とが分かる。
【００７５】
　一方、サイズが（１８，６）である基本ＰＲＵをサイズが（１８，３）である二つのＭ
ＲＵに分けることが可能である。しかし、この場合、十分な時間ダイバーシティを得られ
るないことがある。したがって、一つの基本ＰＲＵのサイズが（１８，６）であるときに
システム性能を最適化するために、基本ＰＲＵを３個のＭＲＵに時間軸上でサブチャンネ
ル化することが望ましい。
【００７６】
　図１１は、本発明の他の実施例に係る非正規サブフレームの一つの基本ＰＲＵのための
一つのＭＲＵの他の構造を示す図である。
【００７７】
　この実施例で、一つの基本ＰＲＵは、望ましくは、１８個のサブキャリア及び５個のＯ
ＦＤＭＡシンボルで構成される。基本ＰＲＵは、時間軸上で互いに隣接する３個のＭＲＵ
で構成される。基本ＰＲＵ内の３個のＭＲＵが同一のサイズを有することが望ましいとし
ても、これは、５個のＯＦＤＭＡシンボルで構成される非正規サブフレームに対しては可
能でない。したがって、この実施例で、ＭＲＵのうち二つは（１８，２）のサイズを有し
、他の一つのＭＲＵは（１８，１）のサイズを有する。図１１を参照すれば、一つのＭＲ
Ｕは、３６個又は１８個の（＝１８＊２又は１８＊１）トーンで構成されることが分かる
。
【００７８】
　一方、（１８，５）サイズの一つの基本ＰＲＵを（１８，３）のサイズを有する一つの
ＭＲＵと（１８，２）のサイズを有する一つのＭＲＵに分けることが可能である。しかし
、この場合、十分な時間ダイバーシティを得られないことがある。したがって、一つの基
本ＰＲＵのサイズが（１８，５）であるときにシステム性能を最適化するために、本実施
例のように時間軸上で一つの基本ＰＲＵを３個のＭＲＵにサブチャンネル化することが望
ましい。
【００７９】
　図１２は、本発明の一実施例に係る非正規サブフレームの一つの基本ＰＲＵの一つのＭ
ＲＵの更に他の構造を示す図である。
【００８０】
　この実施例で、基本ＰＲＵは、望ましくは、１８個のサブキャリア及び７個のＯＦＤＭ
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Ａシンボルで構成される。この基本ＰＲＵは、時間軸上で互いに隣接する３個のＭＲＵで
構成される。一つの基本ＰＲＵ内の３個のＭＲＵが全て同一のサイズを有することが望ま
しいとしても、これは、７個のＯＦＤＭＡシンボルからなる非正規サブフレームに対して
は可能でない。したがって、この実施例で、二つのＭＲＵは（１８，２）のサイズを有し
、一つのＭＲＵは（１８，３）のサイズを有する。図１２を参照すれば、一つのＭＲＵは
、それぞれ３６個又は５４個の（＝１８＊２又は１８＊３）トーンで構成されることが分
かる。
【００８１】
　一方、（１８，７）のサイズを有する基本ＰＲＵを、（１８，４）のサイズを有する一
つのＭＲＵと（１８，３）のサイズを有する一つのＭＲＵに分けることが可能である。し
かし、この場合、十分な時間ダイバーシティを得られないことがある。したがって、一つ
の基本ＰＲＵサイズが（１８，７）である場合にシステム性能を最適化するために、本実
施例のように時間軸上で一つの基本ＰＲＵを３個のＭＲＵにサブチャンネル化することが
望ましい。
【００８２】
　以上論議したように、ＳＦＢＣ／ＳＴＢＣのようなＭＩＭＯ方式は、図１０、図１１及
び図１２のＭＲＵ構造によって具現される。その理由は、これによって、それぞれのＭＲ
Ｕが周波数軸上で十分な長さを有するためである。
【００８３】
　本発明の一実施例で、上述したＰＲＵは、基地局から移動局に送信される。更に他の実
施例で、上述したＰＲＵは、移動局から基地局に送信される。
【００８４】
　図１３は、本発明の一実施例に係るフレーム構造を示すダイアグラムである。
【００８５】
　この実施例で、システム帯域１３０１は、Ｎ個の周波数パーティションＦＰ０、ＦＰ１

、…、ＦＰｉ、…、ＦＰＮ－１に分けられる。これら周波数パーティションは、部分周波
数再使用又は他の目的のために使用される。周波数パーティションＦＰｉ　１３０２は、
ＬＤＲＵ，ＦＰｉ個の分散資源ユニットＤＲＵＦＰｉ［ｊ］（ｊ＝０～ＬＤＲＵ，ＦＰｉ

－１）、及び／又は、図１３に示していないが、一つ以上のローカル資源ユニットを含む
ことができる。一つのＤＲＵＦＰｉ［ｊ］の時間長さは、フレームを構成する複数のサブ
フレームのそれぞれの時間長さと同一であるか、それより小さい。この実施例では、一つ
のＤＲＵＦＰｉ［ｊ］の時間長さが一つのサブフレームの時間長さと同一であるが、本発
明がここに限定されることはない。ｔ番目のサブフレーム１３０３及びＤＲＵＦＰｉ［ｊ
］は、Ｈ個のＯＦＤＭシンボルからなる。ｌ番目ＯＦＤＭシンボル１３０４は、Ｐｓｃ個
のサブキャリアからなるが、これに、ｎｌ個のパイロットサブキャリア及びＬＳＣ，ｌ（
＝Ｐｓｃ－ｎｌ）個のデータサブキャリアが含まれる。ｎｌ個のパイロットサブキャリア
を除けば、ｌ番目のＯＦＤＭシンボル１３０４は、ブロック１３０５のように再び示され
る。ブロック１３０５のＳＣ＿ＤＲＵＦＰｉ［ｊ］，ｌ［ｎ］（ｎ＝０、…、ＬＳＣ，ｌ

－１）は、システム帯域のｉ番目の周波数パーティションのｊ番目のＤＲＵのｌ番目のＯ
ＦＤＭシンボルのｎ番目のサブキャリアを示す。
【００８６】
　図１４は、本発明の一実施例によるサブキャリア―ＤＲＵマッピングを示すダイアグラ
ムである。
【００８７】
　図１４の（ｂ）は、図１４の（ａ）に示すように、周波数パーティションＦＰｉ内に含
まれた全てのＤＲＵのｌ番目のＯＦＤＭシンボルのデータサブキャリアを示す。それぞれ
のＤＲＵがＬＳＣ，ｌ個のデータサブキャリアを含むので、周波数パーティションＦＰｉ

は、総ＬＤＲＵ，ＦＰｉ・ＬＳＣ，ｌ個のデータサブキャリアを含む。ＬＤＲＵ，ＦＰｉ

・ＬＳＣ，ｌ個のサブキャリアは、順次リナンバリングされ、インデックス０～ＬＤＲＵ

，ＦＰｉ・ＬＳＣ，ｌ－１の値を有する。その次に、このように論理的に連続したリナン
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バリングされたデータサブキャリアは、ＬＤＲＵ，ＦＰｉ・ＬＳＰ，ｌ個のペアにグルー
ピングされ、インデックス０～ＬＤＲＵ，ＦＰｉ・ＬＳＰ，ｌ－１まで再びリナンバリン
グされる。ここで、ＬＳＰ，ｌ＝ＬＳＣ，ｌ／２である。それぞれのリナンバリングされ
たデータサブキャリアペアはＲＳＰＦＰｉ，ｌ［ｕ］と表記されるが、これは、インデッ
クス｛ＳＣ＿ＤＲＵＦＰｉ［ｊ］，ｌ［２ｖ］，ＳＣ＿ＤＲＵＦＰｉ［ｊ］，ｌ［２ｖ＋
１］｝を有するサブキャリアペアを示す。このとき、０＜＝ｕ＜ＬＤＲＵ，ＦＰｉ・ＬＳ

Ｐ，ｌ、ｊ＝ｆｌｏｏｒ（ｕ／ＬＳＰ，ｌ）、ｖ＝ｕ　ｍｏｄ　ＬＳＰ，ｌ．である。
【００８８】
　図１３及び図１４は、本発明に係るフレーム構造の論理領域を示す。ペアをなしたサブ
キャリアＲＳＰＦＰｉ，ｌ［ｕ］は、予め決定された公式によって周波数パーティション
ＦＰｉの分散ＬＲＵにマッピングされる。物理領域での各ＰＲＵに対応する分散ＬＲＵは
、基地局と移動通信端末との間で交換される。
【００８９】
　本発明の一実施例によれば、前記予め決定されたパーミューテーション公式は、ＳＣ＿
ＤＲＵＦＰｉ［ｊ］、ｌ［ｍ］＝ＲＳＰＦＰｉ，ｌ［ｋ］のように与えられる。ここで、
ｋは、ＬＤＲＵ，ＦＰｉ・ｆ（ｍ，ｓ）＋ｇ（ＰｅｒｍＳｅｑ（），ｓ，ｍ，ｌ，ｔ）で
、これは、ｔ番目のサブフレームのｓ番目の分散ＬＲＵのｌ番目のＯＦＤＭＡシンボルで
のｍ番目のサブキャリアペアを意味し、ｍは、０からＬＳＰ，ｌ－１の範囲を有するサブ
キャリアペアで、ｔは、そのフレームに該当するサブフレームインデックスを意味する。
【００９０】
　図１５は、図６Ｂを含み、図２～図１４の各データ構造を交換可能な無線通信システム
の構造を示す図である。この無線通信システムは、Ｅ―ＵＭＴＳ（ｅｖｏｌｖｅｄ―ｕｎ
ｉｖｅｒｓａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｓｙｓｔｅｍ
）のネットワーク構造を有することができる。また、Ｅ―ＵＭＴＳは、ＬＴＥ（ｌｏｎｇ
　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システムといわれる。この無線通信システムは、音声
、パケットデータなどの多様な通信サービスを提供するために幅広く採択される。
【００９１】
　図１５を参照すれば、Ｅ―ＵＴＲＡＮ（ｅｖｏｌｖｅｄ―ＵＭＴＳ　ｔｅｒｒｅｓｔｒ
ｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）は、制御プレーン及びユーザプレ
ーンを提供する一つ以上のＢＳ（Ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ、基地局）２０を有する。
【００９２】
　ユーザ機器（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、ＵＥ）１０は、固定又は移動可能であり
、移動局（ｍｏｂｉｌｅ　ｓｔａｔｉｏｎ、ＭＳ）、ユーザ端末（ｕｓｅｒ　ｔｅｒｍｉ
ｎａｌ、ＵＴ）、加入者局（ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｔａｔｉｏｎ、ＳＳ）、無線機器
などの他の用語で称される。ＢＳ２０は、ＵＥ１０と通信する、通常、固定された局であ
り、ｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ｎｏｄｅ―Ｂ）、ＢＴＳ（ｂａｓｅ　ｔｒａｎｓｃｅｉｖ
ｅｒ　ｓｙｓｔｅｍ）、接続ポイント（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）などの他の用語で称
されることもある。ＢＳ２０のカバレッジ内には一つ以上のセルが存在する。ユーザトラ
フィック又は制御トラフィックを送信するインターフェースは、各ＢＳ２０間で使用され
る。以下、ダウンリンクはＢＳ２０からＵＥ１０への通信リンクとして定義され、アップ
リンクはＵＥ１０からＢＳ２０までの通信リンクとして定義される。
【００９３】
　各ＢＳ２０は、Ｘ２インターフェースによって互いに連結される。また、各ＢＳ２０は
、Ｓ１インターフェースによってＥＰＣ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ｐａｃｋｅｔ　ｃｏｒｅ）に
連結され、特に、ＭＭＥ（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔｉｔｙ）／
Ｓ―ＧＷ（ｓｅｒｖｉｎｇ　ｇａｔｅｗａｙ）３０に連結される。Ｓ１インターフェース
は、ＢＳ２０とＭＭＥ／Ｓ―ＧＷ３０との間の多対多（ｍａｎｙ―ｔｏ―ｍａｎｙ）連結
をサポートする。
【００９４】
　図１６は、装置５０の各構成要素を示すダイアグラムである。この装置５０は、図１５
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のＵＥ又はＢＳである。また、この装置５０は、図２～図１４の各データ構造を交換する
ことができる。装置５０は、プロセッサ５１、メモリ５２、無線周波数ユニット（ＲＦユ
ニット）５３、ディスプレイユニット５４及びユーザインターフェースユニット５５を含
む。無線インターフェースプロトコルの各レイヤーは、プロセッサ５１内で具現される。
プロセッサ５１は、制御プレーン及びユーザプレーンを提供する。各レイヤーの機能はプ
ロセッサ５１内で具現される。プロセッサ５１は、競合解決タイマー（ｃｏｎｔｅｎｔｉ
ｏｎ　ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ　ｔｉｍｅｒ）を含むことができる。メモリ５２は、プロセ
ッサ５１に連結され、オペレーティングシステム、アプリケーション及び一般のファイル
を格納する。装置５０がＵＥである場合、ディスプレイユニット５４は、多様な情報をデ
ィスプレイし、ＬＣＤ（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ　ｄｉｓｐｌａｙ）、ＯＬＥＤ（
ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ）などのよく知られた要素
を使用することができる。ユーザインターフェースユニット５５は、キーパッド、タッチ
スクリーンなどのよく知られたユーザインターフェースの組み合わせで構成される。ＲＦ
ユニット５３は、プロセッサ５１に連結され、無線信号を送受信することができる。
【００９５】
　ＵＥとネットワークとの間の無線インターフェースプロトコルの各レイヤーは、通信シ
ステムでよく知られたＯＳＩ（ｏｐｅｎ　ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔｉｏ
ｎ）モデルの下位３個のレイヤーに基づいて第１のレイヤー（Ｌ１）、第２のレイヤー（
Ｌ２）及び第３のレイヤー（Ｌ３）に分類される。物理レイヤー又はＰＨＹレイヤーは、
前記第１のレイヤーに属し、物理チャンネルを介して情報伝送サービスを提供する。ＲＲ
Ｃ（ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤーは、前記第３のレイヤー
に属し、ＵＥとネットワークとの間の各制御無線資源を提供する。ＵＥとネットワークは
、ＲＲＣレイヤーを介して各ＲＲＣメッセージを交換する。
【００９６】
　この技術分野の熟練された者にとって、本発明の思想から逸脱しない範囲で本発明の多
様な変形が可能であることは明白であろう。したがって、本発明は、添付した特許請求の
範囲とその等価物の範囲内で多様な変形を行えるように意図された。
【産業上の利用可能性】
【００９７】
　本発明は、ＳＦＢＣをサポートする広帯域無線移動通信システムに適用可能である。
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